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庁舎の整備エリアを考える

庁舎整備
ワークショップ②

庁舎の整備エリアをどんな場所にしたい？

令和７年１２月１４日（日）、へきしんギャラク
シープラザ（文化センター）で「第２回 庁舎整備
ワークショップ」を開催しました。参加者は４２名で
した。はじめに、前回のふりかえりを行いました。そ
の後、各班のファシリテーターの進行で、各エリアの
魅力やそれぞれのエリアをどんな場所にしたいかにつ
いて意見交換を行い、その結果を発表・共有しました。

1．グループワーク

・安城市の顔となる

・安心感と信頼感

・「七夕」を盛り上げる拠点

・広場を確保することができる

・安城公園と一体的に整備

・他の公共施設に近く便利である

・商店街の活性化に繋げることができる

・安城公園の動物・魚・桜を楽しめる

・「アンフォーレ」との連動・親和性

・公園＋市民会館を含めた開発

・建設費を抑えることができる など

４つの候補エリアのうち、参加者が興味のあるエリアごとに班に分かれ、「このエリアに庁舎

を建てることでこんな魅力が引き出せる！」「庁舎を建てるこのエリアをどんな場所にしたい

か」について意見交換を行いました。

このエリアに庁舎を建てることで

こんな魅力が引き出せる！

現位置【１班・３班・５班・７班】

庁舎を建てるこのエリアを

どんな場所にしたいか

・安城市のシンボルになる

・市全体で盛り上がれる

・明るい雰囲気で活気がある

・行政や文化の中心になる

・生活に関する情報が得られる

・誰でも利用しやすい

・交通が便利

・散歩やジョギングができる

・自然を感じることができる

・緑あふれる癒しがある

・災害対策の拠点

・市民の避難場所 など



２．ふりかえりアンケートの結果

① 印象に残ったこと、共感できたこと、自分にはない視点だなと思ったこと

子どもの遊び場/デジタル化・オンライン化/ＳＮＳの活用/災害時における物資等の支援/田園の方

がゆとりがある/行政機能を集約した庁舎/あんくるバスの拠点を市役所に設ける/庁舎と公園の一

体化/明治用水を活用した公園/展望台を設け見渡すことができる など

② 庁舎の位置を考える上で、重要な視点だと感じたこと

庁舎周辺を発展させる/安城らしさ/様々な人に利用される/市民

の暮らしやすさ/年齢によって庁舎に求めることが異なる/市民

が行きたくなる/新技術を取り入れやすい/オンラインでの手続

き/建設後の使い方/周辺施設の集約化/アクセス/災害に強い/安

心安全が第一 など

候補Ａ（北安城駅周辺）【２班】

・土地が広く、圧迫感がない

・総合運動公園との連携ができる

・駅に近く、アクセスが良い

・交通渋滞緩和に繋がる など

このエリアに庁舎を建てることで
こんな魅力が引き出せる！

庁舎を建てるこのエリアを
どんな場所にしたいか

・行政機能を集約

・駐車場の混雑を解消

・若い人が集まる

・新たなイベントの拠点 など

候補Ｂ（三河安城駅北）【４班】

・拡張性がある

・分散しているまちを集約

・密集していないので防災の視点で安心

・地域のスポーツ振興 など

このエリアに庁舎を建てることで
こんな魅力が引き出せる！

庁舎を建てるこのエリアを
どんな場所にしたいか

・展望台から新幹線が見える

・災害に強い

・周辺のカフェなどで憩える

・人の動きが活発 など

候補Ｃ（三河安城駅南）【６班】

・アリーナが近く、共生できる

・県外の人にも認知してもらえる

・三河安城駅に近く、県外から来庁しやすい

・民間投資が期待できる など

このエリアに庁舎を建てることで
こんな魅力が引き出せる！

庁舎を建てるこのエリアを
どんな場所にしたいか

・三河安城駅周辺を活気づける

・誰でも集まりやすい

・災害発生時に安心感が得られる

・様々なアクセス手段がある など
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